
350 INTERNET magazine 2000/12

400年後の日本

アムステルダムに行って来た。オランダから呼ばれる

のは、1月のロッテルダム映画祭、7月のロッテルダムでの

ギャラリーに続いて、今年だけで3回目。正直に言うと、

オランダという国そのものに、食傷気味ではある。「仕事

で海外に行けていいですねー」とよく言われるが、ほと

んどがホテルと仕事場の往復なので、それ以外の場所

を楽しむ余裕は、あまりないものだ。実際、アムスの観

光地として知られる、アンネ・フランクの家も風車小屋も

行ったことがない…。

しかし、それを補ってあまりある楽しみが、人との出

会いやイベントの内容というソフト的な部分だ。今回、

招いてくれたのはアムステルダム大学の夏期講座で、「イ

ミュレーション」をテーマとする講演会だった。私は、テ

レビゲームの本場から来た（笑）専門家ということになっ

ており、ゲームデザインとイミュレーションについてしゃべ

ったわけだ。

ゲームのイミュレーターとは、プレステやアーケード用

のゲームを、パソコンでプレイするためのソフトで、市販

されているものもあるが、多くは法的グレーゾーンに属

する。ここでは詳述しないが、商用ゲームがネット上に

ゴロゴロ置かれているという状況は、音楽における違

法MP3サイトに匹敵する大問題なのだ。

さて、「イミュレーション」で「ゲーム」と来るのはあたり

まえだが、この企画がユニークなのは、生物学、シンセ

サイザー、実験文学、現代美術の専門家も招いていた

点だ。コンピュータが作り出す人工生命、楽器の音を

真似るシンセサイザー、カットアップという「切り張り」技

法を使う文学、そして「引用」を多用する美術など、さま

ざまな分野を「イミュレーション」というキーワードから考

える会議だったのだ。

1980年代、メディアを通じた「疑似現実の消費」が社

会の実態だと気付いた人々の間で「シミュレーション」

がキーワードになった。しかし、デジタル技術の発達は

それを超え、イミュレーションにまで進んできた。たとえ

ば、AIBOは明らかに犬の動きを「シミュレート」する愛

玩ロボットだが、人工生命とは、見かけではなく、自己

増殖や自律的な動きなど、生命の「あり方」そのものを

模倣する「イミュレーション」なのだ。

もちろん、単純明快な結論が示せるようなテーマでは

ない。しかし、実にアップトゥデイトで「渋い」企画では

ないだろうか。少なくとも、市民に開かれた「大学の夏

期講座」のテーマとして、日本で採用されるようなもので

はない。

3日間にわたる講演、討議のあとは、ヨーロッパの文

化イベントの常で、カジュアルなクラブパーティーが開か

れる。今回、会議の内容以上に驚かされたのは、実は

そのイベントだった。運河沿いに立つクラブは、何と教

会を改造したもので、1階がモダンでスタイリッシュな家

具を配置した貸し会議スペース、2階は天井の高さを

活かしつつ、居間風にしつらえたラウンジバー空間にな

っている。普段は会員制クラブとして、音楽や講演など

に使われているそうだが、その日は会議のテーマに合

わせて、パソコンのゲームイミュレータと70年代～80年

代のオリジナルゲームが比較してプレイできる「テンポラ

リー・ゲームミュージアム」が行われたのだ※。

世界各地で、ゲームをモチーフにしたイベントは多々

見ているが、これほど、知的にも美的にも洗練されたも

のは初めてだ。クラブの来場者も、子供連れから中年

まで、バラエティーに富んでいるのが印象的だった。こ

こで、西欧の文化状況を羨んでいては、明治時代と変

わらないことになってしまうが、オランダが天下を取って

いたのは400年も前だ。日本も、ビジネスばかりでなく

文化に重きを置くようになるまで、あと数百年はかかる

のかもしれない。

ますやま・ひろし：メディア環境研究者・プロデューサー。
友人に誘われて「俳句」を始めた。オカネもかからな
いし季節も楽しめてとってもイイ感じ。最初の一句は、
「季語知らず秋を探してページ繰る」失礼しましたー。桝山 寛c o l u m n s
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筆者のプレゼンの様子は下記ウェブサイトで。

www.viceversa.nl/fotografie/games/masuyama.htm

※ゲームイベントは下記で見ることができる（オランダ語ですが…）。

www.viceversa.nl/fotografie/games/temporary.htm
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